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臨
床
学
術
部
は
６
月
15

日
、「
睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ

ム
の
診
断
と
臨
床
管
理
に
お

け
る
留
意
点
」
を
テ
ー
マ
に

生
涯
研
修
講
座
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ

ー
ル
で
開
い
た
。
加
藤
隆
史

氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学

止
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ス
プ
リ
ン
ト
は
ブ
ラ
キ
シ
ズ

ム
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
２
次
的
な
問
題
（
歯
の

耗
な
ど
）
を
回
避
す
る
た
め

に
用
い
る
。
ま
た
診
断
の
際

は
、
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
の

　

諸
物
価
や
人
件
費
の
高
騰

が
医
療
機
関
の
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
協
会
・
経
営
税

務
部
は
６
月
19
日
、
府
内
自

治
体
に
対
し
て
『（
国
の
）

「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

を
活
用
し
た
、
医
療
機
関
へ

の
財
政
措
置
の
実
施
、
拡
充

を
求
め
る
要
望
書
』
を
提
出

し
た
。

　

政
府
は
令
和
７
年
度
予
備

費
を
活
用
し
て
、
物
価
高
騰

対
応
の
た
め
の
重
点
支
援
地

方
交
付
金
と
し
て
１
０
０
０

億
円
を
増
額
、
各
自
治
体
に

活
用
す
る
よ
う
通
知
を
発
出

し
た
。
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
は
医
療
・
介
護
施
設

等
に
対
す
る
物
価
高
騰
支
援

が
明
示
さ
れ
、
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
医
療
機
関

や
介
護
施
設
へ
の
措
置
も
含

む
内
容
と
さ
れ
て
い
る
。

豊
中
市
は

実
施
を
決
定

　

豊
中
市
は
６
月
市
議
会
に

お
い
て
、
国
の
重
点
支
援
地

方
交
付
金
を
活
用
し
た
経
済

的
支
援
の
対
象
に
保
険
医
療

機
関
等
を
含
め
て
実
施
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
保
険
医

療
機
関
の
申
込
期
間
は
７
月

初
旬
か
ら
９
月
30
日
（
火
）

を
予
定
。
支
援
の
額
は
施
設

に
よ
り
変
動
す
る
（
３
万
円

〜
）。

（
Ｓ
Ｂ
）
・
顎
関
節
症
／
口

腔
顔
面
痛
（
Ｔ
Ｍ
Ｄ
／
Ｏ
Ｆ

Ｐ
）
／
舌
痛
症
が
あ
り
、
因

果
関
係
は
な
い
が
重
複
し
て

出
現
す
る
場
合
も
あ
る
。
ブ

ラ
キ
シ
ズ
ム
の
分
類
は
覚
醒

時
・
睡
眠
時
、
一
次
性
（
本

態
性
）
・

二
次
性
（
続
発

性
）
に
分
け
ら
れ
る
。
睡
眠

時
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
は
中
枢
性

の
顎
運
動
で
原
因
は
多
岐
に

わ
た
る
。
生
体
活
動
を
測
定

す
る
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ

検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）
を
用
い
た

研
究
科
口
腔
生
理
学
講
座
教

授
）
を
講
師
に
50
人
が
参
加

し
た
。

　

歯
科
関
連
睡
眠
障
害
／
リ

ス
ク
に
は
、
閉
塞
性
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）

・

睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム

ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と
は
異
な
る

病
態
で
問
題
を
起
こ
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
あ

る
特
定
の
リ
ス
ク
に
反
応
し

て
い
る
パ
タ
ー
ン
の
人
や
、

中
に
は
無
呼
吸
症
候
群
な
ど

と
合
併
し
て
い
る
人
が
い
る

た
め
、
そ
れ
ら
を
見
分
け
て

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が

歯
科
医
と
し
て
重
要
で
あ
る

た
め
、
注
意
を
払
っ
て
診
療

す
る
よ
う
促
し
た
。

 

（
池
田
市
・
近
藤
正
）

研
究
で
は
、
顎
関
節
症
患
者

の
う
ち
睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ

ム
を
自
覚
す
る
人
が
73
・
６

％
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際

に
し
て
い
た
の
は
17
・
３
％

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

自
覚
症
状
は
信
憑
性
に
欠
け

る
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
が

必
要
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
睡
眠

覚
醒
調
節
機
構
で
の
脳
活
動

の
上
昇
、
脳
内
ス
イ
ッ
チ
の

活
性
化
、
顎
運
動
リ
ズ
ム
発

生
機
構
活
性
、
咀
嚼
筋
運
動

が
活
性
す
る
こ
と
で
起
こ

る
。
睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム

の
管
理
方
法
は
、
薬
物
療

法
、
行
動
療
法
、
歯
科
的
療

法
（
ス
プ
リ
ン
ト
）
が
あ
る

が
、
ど
の
療
法
も
確
実
に
防

財務省の主張する「応能負担」論は
世代間対立を煽るための方便　　　

講演する加藤氏＝６月

15日、Ｍ＆Ｄホール 　

　

財
政
制
度
分
科
会
『
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
構
築
（
財
政
各
論
Ⅱ
）』
で

は
、
医
療
・
介
護
分
野
の
理
想
像
を
「
年

齢
で
は
無
く
能
力
に
応
じ
た
負
担
等
を
実

現
す
る
こ
と
が
、
制
度
の
持
続
性
確
保
の

観
点
か
ら
も
重
要
」（
ｐ
17
）
と
し
、
同

文
書
で
は
こ
の
文
言
が
三
度
出
て
く
る
。

両
分
野
は
「
社
会
保
険
」
で
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保

険
料
や
自
己
負
担
（
法
律
的
に

は
保
険
給
付
に
伴
う
「
一
部
負

担
」）
を
「
応
能
負
担
」
と
す

べ
き
、
と
説
い
て
い
る
。

　

財
務
省
文
書
で
は
、
「
更
な

る
給
付
費
用
の
増
加
は
現
役
世

代
等
の
負
担
の
増
加
に
直
結
す

る
」（
ｐ
８
）
、「
医
療
介
護
の

保
険
料
率
上
昇
を
抑
制
す
る
取

り
組
み
を
強
化
し
、
足
元
の
構

造
的
賃
上
げ
等
の
動
き
を
阻
害

す
る
」（
ｐ
10
）
、
「
現
役
世
代

の
保
険
料
負
担
増
を
可
能
な
限

り
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
」

（
ｐ
13
）
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
応
能
負
担
強
化
の
対
象
は

全
世
代
で
は
な
く
、
高
齢
者
が

狙
い
で
あ
る
。
現
役
世
代
と
高

齢
者
世
代
の
対
立
を
煽
る
こ
と

で
高
齢
者
世
代
の
負
担
増
容
認

の
世
論
形
成
を
狙
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
年
齢
階
層
別
の
一
部

負
担
割
合
は
、
６
歳
ま
で
が
２

一
部
負
担
の
導
入
」
（
２
０
１

２
年
版
厚
生
労
働
白
書
）
だ
と

し
、
そ
の
目
的
は
受
診
抑
制
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
前
に

保
険
料
と
税
金
（
公
費
負
担
分

に
充
て
ら
れ
る
）
を
納
め
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
受
診
時
・

利
用
時
に
再
度
負
担
を
求
め
る

こ
と
は
、「
費
用
の
二
重
取

り
」
と
の
誹
り
は
免
れ
な
い
。

　

日
本
経
済
が
低
迷
し
て
い
る

現
状
で
は
、
世
代
間
対
立
を
煽

る
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
論

は
、
社
会
保
障
費
抑
制
に
は
好

都
合
で
あ
る
。
高
齢
者
は
就
労

率
が
低
く
有
病
率
が
高
い
し
、

介
護
給
付
は
高
齢
者
を
基
本
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
保

険
料
や
税
負
担
は
「
現
役
世

代
」
、
給
付
は
「
高
齢
世
代
」

と
偏
り
が
あ
る
の
は
至
極
当
然

な
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
、
現
役
世
代
に
と
っ
て

は
現
時
点
で
の
負
担
の
不
平
等

は
「
不
満
」
か
も
し
れ
な
い
。

を
求
め
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
医
療
保

険
に
お
け
る
一
部
負
担
は
、「
受
診
す
る

人
と
そ
う
で
な
い
人
の
間
の
負
担
の
公
平

を
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
コ
ス
ト
意
識

を
喚
起
」
（
１
９
９
６
年
版
厚
生
白
書
）、

「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
と
い
え
る
事
態
を
回

避
す
る
た
め
の
工
夫
の
一
つ
が
、
患
者
の

財務省『持続可
能な社会保障制
度の構築（財政
各論Ⅱ）』

し
か
し
、
現
役
世
代
も
い
ず
れ
高
齢
世
代

に
な
る
こ
と
か
ら
、
負
担
と
給
付
の
バ
ラ

ン
ス
は
「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
を
俯
瞰
し
て

議
論
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

割
、
７
〜
69
歳
ま
で
が
３
割
、
70
〜
74
歳

ま
で
が
原
則
２
割
、
75
歳
以
上
は
原
則
１

割
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
も
一
部
負
担
を
３
割
ま
で
上
げ

た
い
の
が
本
音
だ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
も
「
現
役
並
み
の
所
得

者
」
に
は
２
０
０
６
年
10
月
よ
り
「
３
割

負
担
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
社
会
保
険
に
「
一
部
負
担
」

医
療
制
度
改
革
論
を
問
う

財
務
省
の

元
立
命
館
大
学
教
授
・

元
立
教
大
学
教
授

芝
田
英
昭

２

リ
ス
ク
や
併
存
疾
患
の
分
析
必
要

自
治
体
に
支
援
を
要
望

睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
の
診
断
と
管
理

国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用
求
め
る

６
月
度
生
涯
研
修

物
価
高
騰
対
策

投資方針に「核兵器製造企業への
投融資禁止」を明記した金融機関

銀行
りそな銀行、横浜銀行、
埼玉りそな銀行、北洋銀
行、広島銀行、北陸銀行

生命保険会社

朝日生命、住友生命、ソ
ニー生命、大樹生命、大
同生命、太陽生命、Ｔ＆
Ｄフィナンシャル生命、
日本生命

（近畿反核医師懇談会：
2025．１．23時点の各社ＨＰ公開資料を調査）

　

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
が

「Don't 
Bank 

on 
the 

Bomb

」（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
、
核
兵

器
に
お
金
を
貸
す
な
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
始
め

た
の
は
、
２
０
１
９
年
に
開

か
れ
た
「
反
核
医
師
の
つ
ど

い
」
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｐ
Ａ

Ｘ
」
の
報
告
書
で
核
兵
器
製

造
企
業
へ
の
投
融
資
の
実
態

を
知
り
、
国
内
の
状
況
を
調

査
し
て
同
つ
ど
い
で
発
表
し

た
。

　

当
時
の
調
査
で
は
、
回
答

し
た
金
融
機
関
は
い
ず
れ
も

核
兵
器
の
製
造
を
目
的
と
し

た
「
事
業
」
へ
の
投
融
資
は

禁
止
し
て
い
る
も
の
の
、
核

兵
器
の
製
造
に
関
与
す
る

「
企
業
」
自
体
に
資
金
提
供

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
。
こ
の
結
果
に
、
深
い

怒
り
と
危
機
感
を
覚
え
、

「
私
た
ち
の
お
金
が
核
兵
器

を
つ
く
る
企
業
に
投
融
資
さ

れ
て
い
る
な
ん
て
許
せ
な

い
」
と
の
思
い
を
さ
ら
に
強

く
し
た
。

　

以
来
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

発
信
、
市
民
向
け
の
学
習
会

の
開
催
、
広
島
で
の
宣
伝
活

動
、
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
作
成

な
ど
、
様
ざ
ま
な
形
で
声
を

上
げ
、
社
会
に
訴
え
て
き

た
。
毎
年
の
よ
う
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
と
記
者
会
見
に
取

り
組
み
、
生
命
保
険
会
社
を

中
心
に
懇
談
す
る
な
ど
金
融

機
関
と
の
対
話
を
続
け
て
き

た
。
地
道
な
活
動
の
積
み
重

ね
が
、
少
し
ず
つ
変
化
を
生

ん
で
い
る
。

　

19
年
に
は
い
ち
早
く
り
そ

な
銀
行
が
投
資
方
針
に
「
核

兵
器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資

禁
止
」
と
明
記
す
る
と
、
最

大
手
の
日
本
生
命
が
こ
れ
に

続
い
て
23
年
に
投
資
方
針
を

改
定
。
さ
ら
に
、
大
樹
生

命
、
住
友
生
命
、
太
陽
生

命
、
横
浜
銀
行
、
広
島
銀
行

な
ど
、
多
く
の
金
融
機
関
が

投
融
資
の
禁
止
を
表
明
し

た
。
19
年
当
初
１
社
だ
け
だ

っ
た
こ
の
動
き
は
、
25
年
の

調
査
で
は
14
社
に
ま
で
増
加

す
る
な
ど
、
社
会
的
潮
流
と

な
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
粘
り
強
い
運
動

や
市
民
の
声
が
巨
大
な
金
融

の
世
界
を
動
か
し
始
め
て
い

る
。
こ
の
変
化
は
核
兵
器
廃

絶
へ
の
確
か
な
道
筋
を
照
ら

し
て
い
る
。
核
兵
器
の
な
い

世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
、

あ
な
た
自
身
の
お
金
の
「
預

け
先
」
も
、
ぜ
ひ
一
度
見
直

し
て
ほ
し
い
。

 
（
つ
づ
く
）

国内の金融機関を動かす

大阪府歯科保険医協会理事・
反核医師の会世話人　　　　 中村新太郎

近畿反核医師懇談会の活動
被爆80年
核なき世界をめざして
DBOBプロジェクト④

「保険でよい歯科」
署名　ご協力
お願いします

追加のご注文は協会
（06-6568-7731）まで

－請願内容－
・歯科医療費の総枠拡大
・患者負担の軽減
・保険適用範囲の拡充


